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主な内容

■「聞き書き甲子園」の成果発表 
■二十歳の集いを開催しました
■フォトニュース（栄村のお盆）
■教育委員会報　
農業委員会だより「のぞみ」（第95号）
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　8月24日㈯、森地区で祭礼が行われました。
　村内では各地区で特色のある神楽がありま
すが、森地区では「獅子舞」が今も大切に継
承されています。静と動を織り交ぜたしなや
かな舞は多くの人の心を魅了しています。
　森地区以外のお盆期間中の様子は５ページ
にも掲載しています。

～五穀豊穣・無病息災を祈る～



（2）広 報 さ か え令和６年９月１日

聞き書き甲子園 栄村成果発表会が
行われました！

　栄村では昨年度、聞き書き甲子園実行委員会が主催する「聞き書き甲子園」に協力自治体とし
て参加しました。今回栄村の名人８名に対し全国の高校生が聞き書きを行った成果発表会を８月
６日㈫かたくりホールにて開催しました。
　発表会冒頭では、聞き書き甲子園実行委員長を務める澁澤壽一氏よ
り「聞き書きの大切さ」をテーマに講演いただきました。
　江戸時代より続いてきた自然共生循環型社会は昭和40年代の高度成
長期より大きく崩れてしまった。
　私たちが知る唯一の「持続可能な社会」とは、自然との共生や循環
型社会を営んできた「先祖」から続く今の「自分」である。その命の
鎖の先端を持つ私たちが、聞き書きによりどう鎖が繋がれてきたのか
を知り、次の世代にどう引き継ぐのかを考えることが聞き書きの大切
さであると説明されました。

　講演の後、聞き書き甲子園に参加した高校生・大学生が自ら聞き書きを
行った名人が持つ技術や、物の考え方についてまとめ発表しました。

　名人４名と高校生・大学生に登壇いただき、聞き書きで感じたことや、栄村に来てみての感想、
名人の皆さんが培ってきたことを深堀し、和やかな雰囲気の中トークセッションが行われました。

浅利美有さん
（笹原・関澤キミ子さん取材）

鈴木理歩さん
（小赤沢・山田一二三さん取材）

鴫原拓真さん
（森・桒原千恵さん取材）

※聞き書き甲子園の作品集は
「NPO法人共存の森ネット
ワーク」のホームページか
ら購入することができます。

購入はこちら

問　NPO法人共存の森ネットワーク
　　☎03-6432-6580
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栄村名人の紹介

〈略歴〉
　両親が行っていた農業を
子どもの頃から手伝ってい
た。高校卒業後、親の畑を
受け継ぎ農業を始める。姉
妹都市などとの交流にも積
極的に参加してきた。現在
はズッキーニ作りをメイン
で行っている。

〈略歴〉
　父の影響で村田銃を使っ
た狩猟を始めるが、鉄砲撃
ちを２年ほどで辞め、罠猟
と追い子の専門になる。夏
場はイノシシなどの害獣駆
除を、冬場はうさぎなどの
追い子を行っている。普段
は農業も行っている。

〈略歴〉
　若い頃から牛飼い、出稼
ぎなど様々なことを経験し
ている。自然を最大限に活
用した農業を行っており、
種を自家採取し、栽培を行
っている。集落行事で料理
を振る舞ったりする。特に

「ざっこくびら」は美味し
いと評判。

〈略歴〉
　父の影響で石屋になる。
10年ほどは石割をしていた
が、人手不足により、石積
に転向。以来、栄村だけで
なく、静岡県や神奈川県な
ど、様々な場所で石積を行
った。現在は年に１、２回
石積をしている。

〈略歴〉
　若い頃は東京で左官屋と
して働いていたが、父の跡
を継いでマタギとして熊や
小動物の狩猟を始めた。
　10年ほど前にマタギは引
退した。

〈略歴〉
　22歳の時に栄村に引っ越
してきた。町村合併の開拓
途中だった栄村の農業を発
展させた第一人者。人との
つながりを大切にして伝統
料理の会や手芸を楽しむ会
を主催している。

〈略歴〉
　津南町で生まれ育ち、26
歳で秋山郷に移住し現在も
暮らしている。もとは木工
品作りの仕事だったが、約
27年前につる加工を始め、
独学で腕を磨き上げてき
た。「自由さ」を大切にし
つる加工を行っている。

〈略歴〉
　栄村で生まれ育つ。役場
で保健師として働き、定年
まで勤める。退職後、夏は
農作業、冬はつぐら作りと
夏冬仕事を両立させている。
栄村のつぐら振興会のメン
バーでもあり、冬は仲間と
集まって作業をしている。

齋 藤 勝 美
【農業・山菜採り・
郷土食づくり】　

齋 藤 福 男
【罠猟、　　　　
追い子（勢子）】

関澤キミ子
【農家、　　　　
郷土食づくり】

苅 和 英 治
【石　工】

山田一二三
【マタギ】

桒 原 千 恵
【農家、　　　　
郷土食づくり】

島 田 　 司 
【つる加工】

関 谷 知 子
【つぐら作り】
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齋藤美桜さん

魚田宝来さん

髙橋優豪さん

桑原由妃さん

廣瀬岳琉さん

髙橋星来さん

二十歳代表あいさつ
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髙橋優豪さん

　８月15日㈭に栄村役場かたくりホールにおいて、令和６年度 
栄村二十歳の集いを開催しました。対象者９名のうち、６名の
皆様にご列席いただきました。皆様は、久しぶりの再会を懐か
しみながら、たくさん記念撮影したり、中学生時代の担任の先生
と久々の会話をしたりと、終始笑顔が絶えない日になりました。
　二十歳を迎えた皆様、誠におめでとうございます。

令和6年度令和6年度　　二十歳の集い二十歳の集い
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～村内の行事等を写真で
お伝えします！～フォトニュースフォトニュース

　８月のお盆の時期を中心に村内各地区で夏祭りが行われました。
　「魚のつかみ取り」や「提灯行列」などの楽しいイベントや「獅子舞」などの神楽の奉納
など各地区で特色があります。帰省客も参加し、子どもたちの笑顔がたくさん見られました。

箕 作

白 鳥

小 滝

横 倉

青 倉

泉 平
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栄村職員を募集します
栄村では、令和７年４月１日採用予定の職員を募集します。

◇試験の区分・採用予定人数
一般事務　初級　若干名（高校卒業程度）
　　　　　上級　若干名（大学卒業程度）

◇試験日
１次　令和６年10月26日㈯
２次　令和６年11月中旬予定

◇試験内容
１次　教養試験、適性検査
２次　資格審査、作文、面接試験

◇申込受付期間
令和6年8月30日㈮から令和6年9月24日㈫まで

◇受験資格
　昭和59年4月2日以降に生まれた者で、高校卒
業程度の学力又は大学卒業程度の学力を有する者。

《住所及び資格要件等》
①栄村に住所を有している者又は採用後は栄村に

住民登録をして居住する予定の者又は村外に居
住し通勤可能な者。

②普通自動車運転免許を有する者。ただし、令和
７年３月末日までに当該免許を取得する見込み
の者を含む。

◇申込方法
　栄村役場及び秋山支所の窓口にある受験申込書
に必要事項を記入のうえ、総務課へ提出（郵送可）
してください。
※申込書は栄村ホームページからもダウンロード

できます。

問・申　総務課　行政係
　　　　☎0269-87-3112

雪害対策救助員等派遣世帯認定申請について
　村内に暮らしの拠点を置く住民で、自力での住宅等の雪下ろしや道ふみが困難であり、子どもや
親せきからも支援を受けることができない世帯に対して、屋根の雪下ろしや道付けの支援を行いま
す。派遣を希望される方は、派遣内容をよくご確認の上、以下のとおり申し込みをお願いいたします。

対象世帯：自らの労力をもって雪下ろしや道ふみが困難と認められる以下の世帯の方
　　　　　①申請時に65歳以上の高齢者のみで構成する世帯
　　　　　②母子及び父子並びに寡婦福祉法に定める母子家庭又は父子家庭
　　　　　③申請時に配偶者のいない65歳未満の女性と高齢者で構成された世帯
　　　　　④生計の中心となる方が傷病や心身の障害を持っている世帯
　　　　　⑤重度の疾病や障害等により、介助を必要とする方と同居している世帯
　　　　　⑥冬期間不在となる世帯で管理人を定めて管理する世帯

申請方法：所定の申請用紙に必要事項を記入の上、役場窓口、秋山支所、各区長さ
んまで提出してください。

　　　　　※申請用紙は役場窓口、秋山支所、区長さん宅でお受け取りください。

申請期限：９月２４日㈫必着
　　　　　認定結果は11月中旬頃通知にてお知らせいたします。

問・申　民生課　住民福祉係　☎０２６９-８７-３114
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　全国各地から約300名の選手のエントリーがあります。この機会に、一押
しのお土産や農産物の販売、企業PRをして会場を一緒に盛り上げませんか？

【出店時間】12:30～15:30頃まで
【会　　場】さかえ倶楽部スキー場
【出店料金】３,000円（ご協賛いただきました企業様は出店料を免除いたします）

【内　　容】お土産品の販売、企業PRなど
（会場での調理販売はできません）

【お申込み期限】令和６年９月3０日㈪まで
【そ の 他】お申込み後、詳細をお送りいたします。 ↑詳細はこちら

グ
ル
っ
と
ま
る
ご
と
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村
サ
イ
ク
リ
ン
グ
２
０
２
４

開
催
ま
で
あ
と
１
か
月

企業ブース出店者　大募集中！



（8）広 報 さ か え令和６年９月１日

　妊娠中・出産後の子育て支援として、助産師が出産前から新生児訪問、乳児期まで保健師と一緒に継
続した支援を行っていることは当村の推し事業のひとつです。
　また、保育園入園以降も、保育士、家庭児童相談員や外部の専門職と一緒に保護者の思いを聞きなが
らお子さんにとってより良い支援を一緒に考えます。

　子育て中のママ達や支援者とつながりながら子育てができるよう以下のような多数の事業（一例）を
計画しています。
妊 婦 向 け：パパママセミナー（助産師、保健師）、マタニティクッキング（栄養士、保健師）
保護者向け：子育て相談日（月１回ひなたぼっこで様々な専門職が対応にて実施）、ベビーマッサージ、

あそびの教室（２歳児対象）、離乳食教室、PTによる子育てオンラインセミナーの実施等。

　また、不妊治療に関すること、お子さんの発達相談に関すること、ヤングケアラーや虐待に関するこ
となども当センターで相談に応じますので、ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

健幸
だより

健幸活動報告

　今回は、８月６日㈫に行われた親子料理教室についてご紹介します。この教室は食育推進を目的
に栄村子どもの健康を考える会が毎年開催しています。今年は津南町松屋の福原歩さんを講師にお
迎えして「あんみつ」の作り方を親子28人に教えていただき
ました。レモン寒天と白玉を作りましたが、寒天は海藻から
出来るけど海のない長野県が産地であること、白玉粉はお米
が材料であることなども教えていただきました。
　参加いただいた皆さんからは、「身近なお店の方から豆知
識を交えて教えていただきよかった」「簡単で美味しかった
のでお家でも作りたい」「子どもと一緒に学べてよかった」

「わかりやすく楽しかった」などの感想をいただきました。

～ひとりで悩まず、まずはご相談ください～

　保健師及び家庭児童相談員が、村内で暮らす18歳までのお子さんを子
育てしているすべての子育て世帯を対象に、相談に応じ支援を行う母子保
健機能と児童福祉機能を併せ持つ相談支援の窓口です。

～個々に合わせた支援～ 妊娠中から子育て中のさまざまな不安や悩みに寄り添い支援を行います。

～集団に向けた事業の実施～ 子育てを通じて“誰か”とつながる場を設けます。

〈相談・問い合わせ〉
・相談窓口　栄村子ども子育てセンター（健康支援係内）
・日　　時　平日　月曜日から金曜日　午前８時30分～午後５時15分
・電　　話　0269-87-3020

今後はLINEアカ
ウントも作成し、
様々な子育てに関
する情報を発信し
ていきますのでお
楽しみに！

栄村子ども子育てセンターのご紹介
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　２回目の栄村の夏を過ごしました。
　昨年と同じく、野田沢の祭りにも参加させていただき、私はさいとり舞を踊りました。

　１年目よりも上手くいき「去年よりもよかった」と周りの方々にも言っ
てもらえて嬉しかったのですが、間違えたところもあったので来年はもっ
と上手く舞いたいところです。
　野田沢にはもう少し大きくなればさいとり舞を踊れる子供がいるが、向
こう数年は次世代に繋ぐために、引き続き私がさいとり舞を踊ります。
　あとは提灯行列で歌う「鉄道唱歌」はまだ歌えなく、間の掛け声のみで
参加だったので、何とか歌詞を歌えるようにしておきます。
　また８月は昨年と同様、さかえむらトマトジュースの素である「加工用
トマトのトマトもぎ」のお手伝いをさせてもらいました。

　思い返すと去年は晴れの日が多く、日差しの中での活動が中心だったことを記憶してますが、今年は曇りで
涼しい日も幾日かあり、気候によって畑の様子が異なることを２年のトマトもぎの経験をもって実感しました。
　他の田畑の様子も「昨年と違う」ということを耳にすることが多く、冬、雪がどれくらい降るか、春や梅雨
に雨がどれくらい降るか、夏にどれくらい日が照るかなどの天候によって、毎年田畑の様子や作物の出来に大
きな影響を及ぼすことも今年で学ぶことができました。
　夏は祭りでさいとり舞を踊ったり、トマトもぎを中心とした農業の活動を通じて「栄村での夏を満喫してい
るな」という実感を得ながら、充実した日々を過ごすことができました。
　ただ、色々な経験をさせていただいてる一方、まだまだ行き当たりばったりなことが多く、農業や集落での
生活において諸先輩方の力を借りないと、前に進めていないのが現状です。
　早く一人前になれるように、変わらず精進してまいります。

通隊力 信協地域
おこし

　９月秋山は各地区の、秋まつりが始まります。小赤沢・屋敷・上
ノ原・和山地区のお祭りは、大

おおやまづみのみこと

山祇命を祀っていて「山の神」山の
精霊を支配する神様と言われています。
　秋山には、神楽はありませんが、夜には地元の方はもちろん、お
祭りを見に来た方も輪になり「のよさ節・下甚句・烏踊り」などを
一緒に踊ります。
　小赤沢の本殿の両脇には３つの社殿があり、中央の祭神は小赤沢
の社殿です。続いて天保の飢饉で滅びた甘酒村の祭神を祀る社殿が
左側にあり、天明の飢饉で滅びた矢櫃村の祭神を祀る社殿は右側に
あります。

−引用：信越さかえのお宮とお寺（栄村教育員会発行）−

　今年は９月７日に小赤沢祭礼があり、青年団が打上花火や出店を
開きます。９月14日は屋敷・上ノ原・和山祭礼があり、屋敷祭礼で
も出店やくじが有ります。
　村民の皆様も、夜には涼しい秋山で輪になり、のよさ節を一緒に
踊りましょう。

♪おら内の～衆は～おら内の～衆は　嫁をとること～のよさ～忘れ～たか♪
　　♪忘れ～たか忘れ～たか　嫁をとること～のよさ～忘れ～たか♪　

～秋山の情報をお知らせします～
問　秋山支所　☎025-767-2202

秋山支所だより秋山支所だより

Vol.89
（中央地区担当

山田 慎）
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「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没（
目

撃
）マ
ッ
プ
」を
公
開

令
和
６
年
10
月
か
ら

児
童
手
当
の
制
度
改
正

が
あ
り
ま
す

申＝申し込み先 　問＝問合せ先 　予＝予約先

　

長
野
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

県
内
に
お
け
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
目
撃
情

報
を
地
図
に
示
し
た
「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

出
没
（
目
撃
）
マ
ッ
プ
」
を
公
開
し
て

い
ま
す
。
目
撃
情
報
の
あ
る
地
域
周
辺

で
は
特
に
、
明
け
方
・
夕
暮
れ
時
の
外

出
は
な
る
べ
く
避
け
る
な
ど
、
ク
マ
と

遭
遇
し
な
い
た
め
の
行
動
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

・
鈴
、
ラ
ジ
オ
、
笛
な
ど
を
使
い
、
人

の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
る

・
ク
マ
の
行
動
が
活
発
に
な
る
明
け

方
・
夕
暮
れ
時
の
外
出
は
な
る
べ
く

避
け
る
と
と
も
に
、
外
出
す
る
と
き

は
複
数
人
で
行
動
す
る

・
収
穫
し
な
い
果
樹
の
伐
採
や
、
畑
・

果
樹
園
で
の
電
気
柵
の
設
置
を
行

う
。

　

マ
ッ
プ
は
こ
ち
ら
か
ら

問　

県
庁
林
務
部
森
林
づ
く
り
推
進
課

　
　

☎
０
２
６
│

２
３
５
─

７
２
７
３

ハンセン病元患者の
ご家族へのお知らせ

～補償金制度のご案内～

　国では、ハンセン病元患者家族に対し、法に基づき、
ハンセン病元患者家族の被った精神的苦痛を慰謝する
ための補償金制度を設けています。秘密は守られます
ので、まずはお電話で相談してください。差別のない
社会の実現を目指しましょう。

◇厚生労働省　補償金相談窓口
☎03-3595-2262　受付時間　平日10時～16時

令和元年東日本台風から５年

シンポジウム・展示会のお知らせ
①令和元年東日本台風から５年 シンポジウム 

−復興の歩み、これまでとこれから　地域・学校・企業−

　日　時：令和６年10月12日㈯　午後１時30分から
　場　所：長野市芸術館メインホール
　　　　　（オンライン配信あり）
　内　容：災害記録の継承事業、地域住民・学校・

企業の取組事例の紹介　など
　参加費：無料

②災害アーカイブ展−令和元年東日本台風から５年−
　日　程：令和６年10月８日㈫～10月18日㈮まで
　場　所：長野市役所１階　市民交流スペース
　内　容：千曲川流域各地区の被災～復旧～復興の

様子、防災活動の展示紹介
　入場料：無料

※詳細は、“猪（しし）の満水”
　（令和元年東日本台風）
　災害デジタルアーカイブホームページを
　ご覧ください。
　https://chikuma-archive.shinshu-bousai.jp/

　

令
和
６
年
10
月
分
（
初
回
支
給
は
令

和
６
年
12
月
）
か
ら
、
児
童
手
当
法
の

制
度
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
次
の
内
容
が
変
更
と
な

り
ま
す
。

●
所
得
制
限
の
撤
廃

●
支
給
対
象
児
童
の
年
齢
を
「
中
学

生
（
15
歳
到
達
後
の
最
初
の
年
度
末

ま
で
）」
か
ら
「
高
校
生
年
代
（
18

歳
到
達
後
の
最
初
の
年
度
末
ま
で
）」

に
延
長

●
第
三
子
以
降
の
手
当
額（
多
子
加
算
）

を
月
１
万
５
千
円
か
ら
月
３
万
円
に

増
額

●
第
三
子
以
降
の
算
定
に
含
め
る
対
象

の
年
齢
を
「
18
歳
到
達
後
の
最
初
の

年
度
末
ま
で
」
か
ら
「
22
歳
到
達
後

の
最
初
の
年
度
末
ま
で
」
に
延
長

●
支
給
回
数
を
偶
数
月
の
年
６
回
に
変

更

　

制
度
改
正
に
よ
り
新
た
に
支
給
対
象

と
な
る
受
給
者
や
支
給
額
の
変
更
が
あ

る
受
給
者
に
対
し
て
は
、
改
め
て
通
知

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問　

民
生
課　

住
民
福
祉
係

　
　

☎️
０
２
６
９
│

８
７
│

３
１
１
４
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～疲れがとれないのは歳のせい？　　　
　すっきりと目覚めるための睡眠講座～

自衛官等を募集します
■第３回一般曹候補生
概　要：自衛隊の中核となる自衛官を目指します。
資　格：令和７年４月１日現在で18歳以上33歳未満

の者
受　付：令和６年10月１日㈫～ 11月28日㈭
試験日：〈１次〉令和６年12月７日㈯～12日㈭

■陸上自衛隊　高等工科学校生徒
概　要：高度なテクノロジー教育を受け、国際社会

でも活躍できる陸上自衛官となるものを養
成・教育する学校

資　格：令和7年4月1日現在で15歳以上17歳未満
の男子

受　付：推薦　令和６年10月１日㈫～ 11月29日㈮
　　　　一般　令和６年10月１日㈫～

令和７年１月13日㈪まで
試験日：推薦　令和７年１月11日㈯～令和７年１月

13日㈪までの指定する１日
　　　　一般〈１次試験〉令和７年１月25日㈯・26

日㈰の指定された１日

問　自衛隊長野地方協力本部�☎０２６-２３５-６０２６

事業所の
福利厚生に…

　飯水岳北勤労者共済会は、地域の中小企業の事業
主と勤労者が会員となり、中小企業が単独で行えな
い多様な福利厚生サービスを提供する団体です。
　相互扶助によるスケールメリットを生かし福利厚
生の充実をお手伝いします。

●事業内容
・給付事業

〈お祝い金〉結婚、出産、還暦、小中学校入学 など
〈お見舞金〉傷病・障害見舞金、死亡弔慰金など
・厚生事業
　指定施設割引券の配布、協定施設割引利用カード
進呈
●入会金及び会費（従業員1人当たり）
　入会金　100円 ［入会時］
　会　費　300円 ［月額］
●入会できる方　企業で働く勤労者と事業主
　　　　　　　　※個人事業主の方も加入できます

問　飯水岳北勤労者共済会事務局
　　☎０２６９-６７-０７３１
（飯山市役所　経済部　商工観光課内）

飯水岳北勤労者共済会
に加入しませんか！

健康づくり講座のお知らせ

　睡眠は私たちの生活に欠かせない大切な要素である
と同時に、なかなか眠れなかったり寝ても疲れがとれ
ないなど多くの方が悩みを抱えている部分でもありま
す。興味のある方はぜひご参加ください。

◯日　　時　令和６年９月27日㈮
午後２時～３時30分

◯受付時間　午後１時30分～
◯会　　場　役場１階　かたくりホール
◯講　　師　健康運動支援研究所　上級睡眠健康指導士

諏 訪 直 人 氏
◯参 加 費　無料
◯そ の 他
・事前申し込みが必要です。９月17日までに民生課ま

でご連絡ください。
・当日体調のすぐれない方は参加を見合わせてください。

問・申　民生課　健康支援係� ☎０２６９-８７-３０２０

ゆきぐに信用組合

「ゆきしんウォーキング
キャンペーン」について

　栄村と包括連携協定を締結しているゆきぐに信用
組合による、イベントのご案内です。

■対 象 者　南魚沼市・魚沼市・湯沢町・津南町・
十日町市・小千谷市・栄村に住所また
は勤務先がある個人（18歳以上）およ
び企業

■募集人数　全体で５,０００名
■参 加 費　無料
■景　　品　達成基準による抽選や成績に応じて、

各種QUOカードをプレゼントします。
■申し込み期間　８月20日㈫～９月20日㈮
■ウォーキング実施期間� 10月１日㈫～ 11月20日㈬
■申し込み方法
　①キャンペーンサイトにアクセス
　　https://mhwalk.healthlog.jp/
　　yukiguni/
　②参加パスコードを入力　yukiguni
※内容などの詳細は、キャンペーンサイトをご覧ください。

問・申　ゆきぐに信用組合　総務部（担当：岡村）

　　　　☎０１２０-６００-２８３
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問・申　民生課　住民福祉係
☎️0269-87-3114

　６歳未満のお子さまを乗車しての運転の際は、
チャイルドシートの着用が法律で義務付けられて
います。また、６歳以上のお子さまでも身長が
140㎝未満の場合は、チャイルドシートの着用を
推奨しています。（日本自動車連盟）
　交通事故の被害からお子さまを守るために、チ
ャイルドシートを着用するようにしましょう。

チャイルドシート補助金をご活用ください
　村では、６歳未満のお子さまを対象に、チャ
イルドシート購入経費の２分の１（上限１万円）
を補助しています。
※村内に住所を有する者で、お子さま１人につき１台
　限り。

～信濃路はみんなの笑顔つなぐ道～

　秋の全国交通安全運動が次の期間で行われ
ます。秋口における日没時間の急激な早まり
とともに、例年、夕暮れ時や夜間に重大交通
事故が多発しております。ドライバーも歩行
者も交通ルールの遵守と正しいマナーを実践
し、自分の命や周りの人の命を守りましょう。

●期間：9月21日㈯～ 9月30日㈪

問　総務課 情報防災係� ☎0269-87-3112

秋の全国交通安全運動が秋の全国交通安全運動が
始まります始まります

チャイルドシートを
着用しましょう！

　ねんきんネットを活用することで、ご自宅や外出先で、「年金記録照会」や「年金見込
額試算」など、さまざまなサービスを御利用いただけます。
　スマートフォンやパソコンから、24時間いつでも確認することができます！

納め忘れた国民年金保険料も
納付できるようになりました！

ねんきんネットの利用には
利用開始登録が必要です

　納付書がなくてもインターネットバン
キング等での納付が可能です。
※納付できるのは、前月分以前の保険料に限
ります。前納等、当月分以降の保険料は納
付できません。

　マイナンバーカードをお持ちの方は、
マイナポータルから簡単登録が可能！

※マイナンバーカードをお持ちでない方は、
基礎年金番号、年金事務所から送付された
「ねんきん定期便はがき」等が必要です。

詳しいお問い合わせは

ねんきん加入者ダイヤル
☎0570-003-004

国民年金　納付書レス納付 検索

ねんきんネットで簡単便利！
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苗
場
山
頂
で
調
査
を
実
施
！

希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告
㊻

　

こ
の
夏
、
苗
場
山
頂
の
高
層
湿
原
帯
で

の
動
植
物
調
査
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

苗
場
山
（
２
１
４
５
ｍ
）
の
山
頂
付
近

一
帯
は
、
約
７
０
０
ha
に
も
及
ぶ
広
大
な

高
層
湿
原
帯
で
す
。
日
本
で
も
ま
れ
に
見

る
特
異
な
環
境
が
形
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
山
頂
付
近
一
帯
は
、
上
信
越

高
原
国
立
公
園
内
で
も
環
境
保
護
に
対
す

る
規
制
が
一
番
厳
し
い
特
別
保
護
地
区
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
び
、
難
し
い
申
請
が
通
り
、
環

境
省
等
か
ら
湿
原
内
へ
の
立
ち
入
り
許
可

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
に
ご
く
簡
単

に
調
査
概
要
と
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

１　

調
査
実
施
期
日

◆
１
回
目　

７
月
23
日
～
25
日　

　

参
加
者
４
名　

広
瀬
明
彦
（
栄
村
希
少

動
植
物
調
査
員
）、
涌
井
泰
二
（
同
）、
中

澤
英
正
（
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

専
門
員　

植
物
専
門
家
）、相
澤
優
樹
（
教

育
委
員
会
事
務
局
）　

◆
２
回
目　

８
月
６
日
～
８
日

　

悪
天
候
の
た
め
、
や
む
な
く
中
止
。

◆
３
回
目　

８
月
９
日

　

参
加
者
２
名　

広
瀬
明
彦
・
涌
井
泰
二

　

○
好
天
予
報
の
た
め
、
急
き
ょ
日
帰
り

で
調
査
を
実
施
。

２　

主
な
調
査
場
所

　

山
頂
ヒ
ュ
ッ
テ
周
辺
、
ヒ
ュ
ッ
テ
南
西

側
及
び
南
部
の
龍
ノ
峰
周
辺
の
池ち

塘と
う

群
。

３　

調
査
結
果
概
要

◆
様
々
な
池
塘
と
植
物

　

広
大
な
湿
原
帯
に
は
、
大
小
３
千
も
の

池
塘
（
高
層
湿
原
内
に
出
来
た
池
）
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
座
布
団
一
枚
程

度
の
小
さ
い
も
の
か
ら
周
囲
が
１
０
０
ｍ

以
上
も
あ
る
大
き
な
も
の
ま
で
あ
り
ま
し

た
。
水
深
は
、
10
㎝
ほ
ど
の
も
の
か
ら
１

ｍ
を
優
に
超
え
る
も
の
ま
で
様
々
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
池
塘
の
水
中
に
は
、
全
く
植

物
が
確
認
で
き
な
い
池
塘
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ミ
ヤ
マ
ホ
タ
ル
イ
、
ヤ
チ
ス
ゲ
等
の

群
落
を
も
つ
池
塘
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

棚
田
の
よ
う
な
池
塘
群
に
も
遭
遇
し
ま

し
た
。
ま
さ
に
古
来
の
人
々
が
、「
神
の

苗
代
田
」
と
記
し
た
絶
景
で
す
。

　

池
塘
周
辺
に
は
、
食
虫
植
物
の
モ
ウ
セ

ン
ゴ
ケ
が
密
生
し
て
い
ま
し
た
。１
か
所
、

水
深
の
あ
る
大
き
な
池
で
は
希
少
種
の
ホ

ソ
バ
ウ
キ
ミ
ク
リ
（
環
境
省
：
絶
滅
危
惧

Ⅱ
類
・
長
野
県
：
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ａ
類
）
も

確
認
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
多
く
の
池
塘

で
、
ホ
ソ
バ
カ
ワ
モ
ズ
ク
（
環
境
省
・
長

野
県
と
も
に
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
）
と
い
わ
れ

る
藻
類
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

◆
チ
ョ
ウ
類　

　

頂
上
の
高
層
湿
原
帯
で
、
８
種
の
チ
ョ

ウ
類
を
確
認
し
ま
し
た
。
ヒ
メ
キ
マ
ダ
ラ

ヒ
カ
ゲ
、
ヤ
マ
ウ
ラ
ギ
ン
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
、
キ
ア
ゲ
ハ
、
モ
ン
シ
ロ

チ
ョ
ウ
、
キ
ベ
リ
タ
テ
ハ
、
ク
ロ
ヒ
カ
ゲ
、

シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
。
恐
ら
く
そ
の
多

く
が
、
麓
で
発
生
し
山
頂
ま
で
吹
き
上
げ

ら
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
天
候

が
安
定
し
て
い
れ
ば
、
さ
ら
に
多
く
の
チ

ョ
ウ
類
が
確
認
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

◆
ト
ン
ボ
類

　

山
頂
の
高
層
湿
原
帯
や
池
塘
周
辺
で
、

５
種
の
ト
ン
ボ
類
の
成
虫
を
確
認
し
ま
し

た
。
ア
キ
ア
カ
ネ
、
ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
、

オ
オ
ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ
、
カ
オ
ジ
ロ
ト
ン

ボ
、
ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ
。
ま
た
、
池
塘
内

で
４
種
の
ヤ
ゴ
の
生
息
を
確
認
し
ま
し
た
。

カ
オ
ジ
ロ
ト
ン
ボ
、
オ
オ
ア
オ
イ
ト
ト
ン

ボ
、
ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
、
オ
オ
ル
リ
ボ
シ

ヤ
ン
マ
。
成
虫
・
幼
虫
を
合
わ
せ
る
と
、

６
種
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
幼
虫
は
多
く

の
池
塘
で
見
つ
か
り
、
寒
冷
で
酸
性
度
の

高
い
池
塘
水
の
中
で
も
、
多
数
の
ト
ン
ボ

類
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

◆
そ
の
他

　

今
回
の
調
査
で
は
、
湿
原
内
で
ニ
ホ
ン

ジ
カ
と
思
わ
れ
る
足
跡
を
複
数
箇
所
で
確

認
し
ま
し
た
。
山
頂
ヒ
ュ
ッ
テ
の
管
理
人

さ
ん
か
ら
も
、
４
年
前
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を

目
撃
し
た
と
の
情
報
を
得
ま
し
た
。
足
跡

か
ら
見
る
と
、
ま
だ
単
独
個
体
の
よ
う
で

す
。
昨
今
の
少
雪
傾
向
か
ら
、
今
後
夏
季

に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
増
加
と
高
山
植

物
へ
の
食
害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

苗
場
山
頂
と
い
う
厳
し
い
自
然
環
境
の

中
で
、
た
く
ま
し
く
息
づ
く
動
植
物
に
つ

い
て
、
発
見
や
確
認
が
で
き
た
貴
重
な
調

査
と
な
り
ま
し
た
。

（
栄
村
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
）

広大な高層湿原が広がる苗場山頂。

棚田のような池塘群。苗場山のいわ
れとなった稲の苗に似た植物が生育
する。

キベリタテハ。8月9日に、複数か
所で確認した。

多くの池塘で確認したアオイトトン
ボ。個体数も多い。



（14）広 報 さ か え令和６年９月１日

　「みんなで学校を創ろう！」も８月３０日㈮で２０回を迎え、約２年
半にわたり、住民の皆さんと話し合いを重ねてきた成果がようやく現
実の姿となっています。今回は皆さんと話し合ってきた要望をもとに、
宮本忠長建築設計事務所より基本設計について発表していただきまし
た。今までのワークショップでの話し合いの経緯や、そこで出された
ご意見、県内外の視察の様子、そしてそれらを統合した具体的なイメ
ージ図などをお示しいただきました。今回いただいたご意見から更に
取り入れられるものを追加し、今後３か月ほどで実施設計完了となり
ます。また、９月６日㈮は小中学校の保護者説明会も実施されますのでご都合をつけてご参加ください。

子ども教育係

　棒で思い切り叩
いて、赤いスイカ
が白い皮になるま
で、食べました。
おいしかったね！

　栄村の小・中学校に勤務する教職員を対象に、７月26日㈮に村教職員研修会を開催しました。午前中は、
信濃小中学校初代校長の峯村均先生より統合時の子どもや先生方の様子についてご紹介いただき、これからの
当村での学校統合の参考にさせていただくことができました。午後は、栄中学校調理室において、栄村の郷土
食であり、県の無形民俗文化財にも指定されている「早そば」の調理実習を行い、参加した教職員からは「手
軽に作れてとても美味しい。」「そばにこんな食べ方があると思わなかった。」などと好評でした。その後、本
年度着任された先生方は村内視察として、震災復興祈念館、栄村公民館こらっせ、北野植物園など栄村の自然
や歴史文化に触れていただきました。

基本設計の発表（８/３０　 第２０回 「みんなで学校を創ろう！」）

『自学 共育！』

栄小・栄中合同　新着任教職員研修会を実施しました

栄村教育委員会報 №28
発行：栄村教育委員会事務局　2024年９月号

北信保育園　すいかわり大会をやりました！
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『自学 共育！』
生涯学習係

　８月３日㈯～４日㈰に栄村秋山郷にて自然学校を開校しました。
　１日目はジオサイトである「大瀬の滝」の下流から滝に向かって沢歩きをしました。全員が初めての体験だ
ったため、沢歩きでは岩を登れない子どももいましたが、お互い助け合いながら一生懸命に登る様子に感動を
しました。２日目は天池や切明温泉（川原の湯）に行きました。２日間とも川へ入る内容でしたが、普段の学
校生活では経験できない川泳ぎに「これぞ自然学校！」と言えるプログラムでした。
　他にも２日間のキャンプでは、子どもたちによる食事作りやテント設営を行いましたが、言葉では伝えられ
ない楽しい様子を写真で確認ください。

　たくさんの方からの応募をお待ちしています。締切日は９月６日㈮です。
①10月５日㈯～20日㈰役場内へ展示する作品募集！（工作、絵画、書道、手芸など）
②10月20日㈰に開催されるイベントの出店者・出場者募集！
　・みんなのステージ（歌、演奏、寸劇、語りなど）　　・のど自慢大会（あなたの美声を聞かせてください）
　・フリーマーケット及び食品出店（小物、食品の販売）

本年度も進めます！

栄村総合文化祭への出店者・出場者大募集

栄村自然学校「沢あそびキャンプ」開校



（16）の ぞ み令和６年９月１日

◯農地法に係る処理件数
　・農地法第３条（農地の売買等）� ２８件（68,781㎡）
　・農地法第３条の３（農地の相続に伴う報告）� １０件（44,406㎡）
　・農地法第４条（農業用施設への転用）� ０件
　・農地法第５条（権利移動を伴う農地転用）� １件（　　76㎡）

◯農業経営基盤強化法による農地の賃貸借（利用権設定）
　・２１件（54,449㎡）

◯農地パトロールの実施
　令和５年８～９月を強化月間と定め、村
内（長瀬、森、青倉地区）の田畑の耕作状
況を確認しました。
　田畑の他、水田に続く作業道や水路がし
っかりと管理されており、日頃の作業のご
苦労が伺えました。

◯地域計画策定に伴う目標地図の作成
　農業の担い手が減少する中で、地域の農
業を今後誰が担っていくか？を具体的に表
すのが「地域計画」です。
　以前作成した「人・農地プラン」を基に、
地域の農地を１０年後誰が耕作するのかを示
す「目標地図」を作る必要があることから、
地域営農団体の関係者と農業委員が連携し
て現在の耕作状況を示した地図を確認する
と共に、令和６年３月～４月にかけて１回目のヒアリングを行いました。

〈発 行〉
栄村農業委員会

〈編 集〉
農委編集委員会

No.95

栄
村

農
業
委
員
会
だ
よ
り

　秋の農作業が本格化する時期となりましたが、
農業機械に乗るときはシートベルト、ヘルメット
を着用し、走行中の転倒、転落に注意しましょう。
　また炎天下での農作業は熱中症の危険性を高め
ます。作業をする際は蒸し暑い時間帯はできるだ
け避け、意識して休憩・水分補給を行いましょう。
また、帽子や風通しのいい服を身に着け、暑さを
避ける工夫をしましょう。

９月は秋の農作業安全月間です
～いのちを守る作業安全は全てに優先～

令和５年度の主な事業報告
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猛
暑
で
栄
村
も
年
々
暑
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
気
候
も
異
常
で
、
災
害
も
発
生
し
て

い
る
日
々
で
す
が
、
農
業
を
や
っ
て
い
く
に

も
あ
ら
ゆ
る
面
で
値
上
が
り
が
続
い
て
お
り

大
変
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
稲
穂
が
実
る
栄
村
の
黄

金
色
の
時
期
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

の
ぞ
み
で
は
皆
様
か
ら
の
記
事
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す

の
で
、
紙
面
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
是
非
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
編
集
委
員
長　

中
村
久
美
子
）

編

後

集

記

４～
７月

　

今
回
は
７
月
23
日
の
総
会
後
に
行
わ

れ
た
講
演
会
の
内
容
を
お
伝
え
し
ま

す
。

　

講
師
は
ア
パ
レ
ル
業
界
と
広
告
代
理

店
を
経
験
後
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

が
可
能
な
職
業
と
し
て
農
業
を
選
択
し

た
30
代
の
女
性
で
し
た
。
彼
女
は
初
年

度
か
ら
起
業
し
、
荒
れ
地
を
購
入
し
て

整
地
。
井
戸
を
掘
っ
て
電
気
を
通
し
、

シ
ー
ト
で
覆
っ
た
敷
地
に
ハ
ウ
ス
を
建

て
て
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
水
耕
栽
培
を
開
始

し
た
の
で
す
。

　

初
年
度
の
売
上
げ
は
１
７
０
０
万
円

ほ
ど
で
し
た
が
、
販
売
の
仲
卸
だ
と
採

算
が
合
わ
な
い
と
考
え
た
彼
女
は
、
仲

卸
を
通
さ
ず
、
直
接
販
売
店
に
卸
す
と

い
う
選
択
を
し
た
の
で
す
。
そ
の
時
、

役
立
っ
た
の
が
広
告
代
理
店
で
の
勤
務

経
験
で
し
た
。
就
農
２
年
目
で
恵
比
寿

三
越
と
の
取
引
が
実
現
し
ま
し
た
。
広

告
代
理
店
で
培
っ
た
購
買
者
分
析
に
基

づ
き
、
容
量
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
パ
ッ
ケ

長
野
県
農
業
委
員
会
女
性
委
員

協
議
会
総
会
後
の
講
演
を
聞
い

て
思
っ
た
こ
と

油
科
恵
子

ー
ジ
等
を
決
定
し
納
品
に
成
功
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
ト
マ
ト
は
最
高
糖
度
の

も
の
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
業

界
ト
ッ
プ
の
三
越
と
の
取
引
に
成
功
し

た
こ
と
で
、
他
の
デ
パ
ー
ト
と
の
取
引

が
次
々
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
取
引
実
績
を
受
け
て

ス
ー
パ
ー
ト
ッ
プ
の
イ
オ
ン
と
の
取
引

が
始
ま
り
、
続
い
て
他
の
ス
ー
パ
ー
と

の
取
引
も
始
ま
る
と
い
う
好
循
環
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
現
在
、
起
業
９
年
目
で

売
上
高
は
１
億
４
０
０
０
万
円
近
く
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

栽
培
方
法
が
確
立
さ
れ
た
土
壌
を
使

わ
な
い
農
法
で
あ
れ
ば
計
画
的
に
収
穫

量
を
確
保
で
き
る
こ
と
、
徹
底
的
な
顧

客
分
析
か
ら
商
品
開
発
を
行
う
こ
と
、

取
引
業
者
の
選
定
に
は
業
界
ト
ッ
プ
を

狙
う
こ
と
等
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
、

若
い
世
代
の
農
業
者
の
可
能
性
を
感
じ

た
講
演
会
で
し
た
。

令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
相
続
登
記
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

不
動
産
を
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
場

合
、
そ
の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
以
前
に
相
続
し

た
不
動
産
に
つ
い
て
も
義
務
化
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い（
そ

の
場
合
、
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
）。

　

正
当
な
理
由
な
く
相
続
登
記
を
し
な

い
場
合
、
10
万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

遺
産
分
割
が
困
難
で
相
続
登
記
の
申

請
が
で
き
な
い
場
合
は
、
戸
籍
な
ど
を

提
出
し
て
自
ら
が
相
続
人
で
あ
る
こ
と

を
申
告
す
る
、相
続
人
申
告
を
行
う
こ
と

で
、義
務
を
果
た
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

詳
細
は
左
記
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

齋
藤
元
一

　

農
地
委
員
会
で
は
７
～
９
月
を
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
の
強
化
月
間
と
定
め
、
村
内
の

田
畑
の
耕
作
状
況
を
パ
ト
ロ
ー
ル
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
第
１
回
目
は
７
月
24
日
に
、
秋

山
地
区
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
五
宝
木

地
区
の
旧
鳥
甲
牧
場
の
畑
地
や
、
屋
敷
地

区
内
の
田
畑
、
小
赤
沢
地
区
の
ワ
サ
ビ
田

を
確
認
し
ま
し
た
。
暑
い
日
の
中
、
一
生

懸
命
耕
作
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
る
一
方

で
、
作
付
け

さ
れ
て
い
な

い
農
地
も
多

く
見
受
け
ら

れ
、
担
い
手

不
足
の
中
で

農
地
を
維
持

し
て
い
く
難

し
さ
を
改
め

て
実
感
し
ま

し
た
。　

農
業
委
員
会
の
活
動
報
告

お知らせ

法務省：相続
登記の申請義
務化について

屋敷地区での農地パトロールの模様

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
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栄
村
に
鍼
灸
院
が
や
っ
て
き
た
！

公
民
館
報

第360号
令和６年９月１日発行

■ 発行
栄村公民館
〒389-2703
長野県下水内郡栄村
大字堺9214-1

■ 電話
0269-87-2100

■ 編集
栄村公民館報編集委員会

設
し
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
井
上
さ
ん
は
大
阪
府
出
身

で
、
個
人
で
鍼
灸
院
を
営
ん
で
い
ま
し

た
。
な
ぜ
栄
村
に
鍼
灸
院
を
開
設
し
た

の
か
伺
う
と
、き
っ
か
け
は
、村
民
の
熱

い
要
望
が
あ
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

（
井
上
）

　「
今
か
ら
数
年
前
に
大
阪
の
鍼

灸
院
を
息
子
に
引
き
継
ぎ
、
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
に
な
っ
た
際
、
平
成
23

年
の
東
日
本
大
震
災
が
起
き
、
東

北
地
方
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

鍼
灸
治
療
に
行
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
栄
村
で
も
大
き
い
地
震
が
あ

っ
た
こ
と
を
１
年
後
に
ニ
ュ
ー
ス

で
知
り
、
栄
村
で
も
で
き
る
こ
と

を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
、
鍼
灸
治
療
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
活
動
が
た
く
さ

ん
の
住
民
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
、
栄

村
の
こ
と
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
活
動
を
き
っ
か
け
に
毎
年
社
会
福
祉

協
議
会
の
施
設
を
お
借
り
し
て
、
鍼
灸

を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
大
阪
か
ら
通

っ
て
い
る
た
め
、
な
か
な
か
毎
月
の
よ

う
に
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
た
く
さ
ん
の
方
か

ら
栄
村
で
鍼
灸
を
続
け
て
ほ
し
い
と
要

望
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
気
持
ち
に
こ

た
え
よ
う
と
思
い
、
森
地
区
に
拠
点
を

置
い
て
治
療
を
行
え
る
よ
う
に
開
設
し

ま
し
た
。
最
初
は
１
日
に
２
～
３
人
程

度
治
療
し
ま
し
た
が
、
６
月
か
ら
た
く

さ
ん
の
方
が
訪
れ
、
１
日
７
人
ぐ
ら
い

治
療
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」

　

鍼
灸
は
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
か
、

伺
う
と
、
鍼
灸
治
療
は
、
肩
こ
り
な
ど

の
硬
く
な
っ
た
筋
肉
に
鍼
を
刺
す
こ
と

で
、
筋
肉
を
和
ら
げ
る
効
果
が
あ
る
よ

う
で
す
。

　

ま
た
、
鍼
灸
は
歴
史
が
深
い
こ
と
も

教
え
て
い
た
だ
き
、
二
千
年
以
上
前
に

古
代
中
国
で
誕
生
し
て
、
の
ち
に
日
本

へ
伝
わ
っ
た
治
療
法
だ
と
か
。
特
に
最

近
で
は
、
顔
に
鍼
を
刺
す
美
容
鍼
灸
と

い
う
の
も
流
行
し
て
い
る
そ
う
で
、
若

者
に
人
気
み
た
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
森
宮

野
原
駅
か
ら
わ
ず
か
徒
歩
2
分
の
場
所

に
鍼
灸
院
が
あ
り
ま
す
。

　

実
は
13
年
前
に
起
き
た
北
部
地
震
の

際
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
出
前
鍼

灸
を
行
っ
て
い
た
井
上
英
世
さ
ん
が
、

今
年
4
月
か
ら
森
集
落
に
鍼
灸
院
を
開
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楽
し
い
人
生
に
趣
味
は
欠
か
せ
な
い
！

家
の
こ
と
に
百
姓
仕
事
、
地
区
行
事
い
ろ
い
ろ

あ
る
。
そ
ん
な
日
常
の
中
で
趣
味
を
持
ち
、

い
き
い
き
輝
く
方
に
ス
ポ
ッ
ト
！

そ
の
楽
し
さ
・
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

スポット！

　

横
須
賀
か
ら
栄
村
へ
嫁
い
で
き
て
30

年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

栄
村
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
は
、
新
聞

で「
秋
山
郷
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
」

と
い
う
小
さ
な
記
事
を
見
つ
け
た
こ
と

で
す
。
そ
の
頃
、
野
外
活
動
指
導
者
と

し
て
活
動
し
て
い
た
私
は
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
の
資
格
更
新
の
た
め
に
ど

う
し
て
も
他
主
催
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
の
大
会
に
参
加
し
な
け
れ
ば
資
格

喪
失
し
て
し
ま
う
た
め
、
判
子
を
も
ら

う
一
心
で
参
加
申
し
込
み
を
し
ま
し

た
。
し
か
し
栄
村
に
来
て
み
る
と
、
そ

れ
は
「
い
き
い
き
カ
レ
ッ
ジ　

メ
イ
プ

ル
ラ
リ
ー
」
と
い
う
事
業
で
、
村
内
農

業
後
継
者
が
中
心
と
な
り
、
都
会
の
女

性
と
の
交
流
の
機
会
を
作
る
イ
ベ
ン
ト

で
し
た
。

　

勘
違
い
を
し
て
来
た
こ
と
を
担
当
者

に
伝
え
お
詫
び
す
る
と
「
せ
っ
か
く
来

た
ん
だ
さ
け
、
楽
し
ん
で
い
か
っ
し
ゃ

い
」
と
言
わ
れ
そ
の
ま
ま
参
加
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
流
の
場
づ
く
り
を
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
を

見
て
い
た
担
当
者
か
ら
お
手
伝
い
を
頼

ま
れ
、
何
度
か
栄
村
を
訪
ね
る
う
ち
に

栄
村
の
人
々
の
良
さ
に
魅
か
れ
、
来
る

た
び
に
見
せ
て
く
れ
る
景
色
の
変
化
に

魅
了
さ
れ
、
5
年
ほ
ど
通
う
う
ち
に
縁

が
あ
り
結
婚
、以
来
30
年
と
な
り
ま
す
。

　

栄
村
が
大
好
き
で
勝
手
に
栄
村
Ｐ
Ｒ

隊
と
し
て
、
村
外
で
会
う
人
に
栄
村
の

良
い
と
こ
ろ
を
話
し
て
い
ま
す
。
自
己

紹
介
の
際
に
は
、
必
ず
枕
詞
の
よ
う
に

「
長
野
県
栄
村
の
…
」
と
必
ず
付
け
ま

す
。

　

現
在
は
長
野
県
農
村
生
活
マ
イ
ス
タ

ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
村
内
で

は
天
地
の
斎
藤
勝
美
さ
ん
と
2
人
で

す
。
農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー
は
地
域
農

業
の
振
興
、
む
ら
づ
く
り
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
村
内
で

の
仲
間
づ
く
り
、
加
工
セ
ン
タ
ー
の
利

活
用
、
農
村
女
性
の
つ
ど
い
の
企
画
運

営
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
で
き
な
か
っ
た
時
に

作
成
し
た
食
育
紙
芝
居
を
栄
村
で
も
お

披
露
目
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
志
共
育
認
定
講
師
と
し
て
も

活
動
し
て
い
ま
す
。「
夢
と
志
の
違
い

っ
て
何
？
」「
本
当
に
人
生
で
や
り
た

い
こ
と
は
何
？
」
一
人
一
人
の
心
の
奥

底
に
す
で
に
あ
る
想
い
に
ふ
れ
、
高
め

て
い
く
こ
と
で
、
生
き
方
、
あ
り
方
が

明
確
に
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
講
座
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
10
代
か
ら
70
代
の
方
々
が
受
講

さ
れ
、
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
が
素
晴
ら

し
く
、
毎
回
感
動
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

世
界
青
少
年
「
志
」
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
大
会
の
実
行
委
員
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
で
7
回
目
と
な
る
、
国

内
外
の
10
歳
か
ら
22
歳
ま
で
の
青
少
年

の
想
い
を
一
文
に
し
て
発
表
す
る
大
会

で
す
。
栄
村
の
有
志
で
第
5
回
か
ら
第

7
回
の
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
の
発
送
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
第
6
回
か
ら
は
栄

中
学
校
の
皆
さ
ん
か
ら
も
プ
レ
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
栄
中

学
生
の
志
は
S
p
a
c
e
Ⅹ
社
の
ロ
ケ

ッ
ト
、
フ
ァ
ル
コ
ン
９
に
乗
り
宇
宙
に

旅
立
ち
ま
す
。�

（
文
責
：
斎
藤
和
代
）

斎藤和代さん（右）
農村生活マイスター仲間 斎藤勝美さん（左）と一緒に

世界青少年「志」プレゼンテーション大会を
お手伝い頂いている栄村の皆さん
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平
成
29
年
の
公
民
館
報
に
、
お
は
な
し

の
会
の
あ
ゆ
み
と
し
て
掲
載
か
ら
7
年
。

　

現
在
は
、
代
表
の
柳
静
江
さ
ん
を
含
む

メ
ン
バ
ー
6
名
で
、
主
に
栄
小
学
校
で
の

読
み
聞
か
せ
や
文
化
祭
、
来
村
の
小
学
生

達
へ
の
お
は
な
し
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
島
田
豊
実
さ
ん
（
月
岡
出
身
・
埼

玉
在
住
、
以
下
島
田
）
が
ま
と
め
ら
れ
た

『
さ
か
え
む
ら
の
昔
話
』
を
会
で
冊
子
に

し
ま
し
た
。『
さ
か
え
む
ら
の
昔
話
』
は
、

島
田
さ
ん
が
昨
年
の
文
化
祭
で
会
の
お
話

を
聴
き
「
い
ろ
り
ば
た
」
と
い
う
冊
子
を

思
い
出
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
有
効
活

用
で
き
な
い
か
と
い
う
思
い
か
ら
、
99
編

に
纏
め
直
し
誕
生
し
ま
し
た
。

　

昭
和
56
年
8
月
東
京
都
に
あ
る
共
立
女

子
大
学
「
日
本
民
話
研
究
会
」
の
有
志
25

名
が
来
村
。
東
部
、
水
内
、
堺
在
住
の
63

名
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
1
0
4
編
に
な

る
栄
村
の
昔
話
を
「
い
ろ
り
ば
た
」
と
い

う
冊
子
に
纏
め
ら
れ
ま
し
た
。
聞
き
取
り

に
協
力
さ
れ
た
島
田
さ
ん
の
父
親 

島
田

義
作
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
お
礼
の
手
紙
と
共

に
送
ら
れ
て
き
た
も
の
を
大
切
に
保
管
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

協
力
さ
れ
た
63
名
の
お
名
前
も
掲
載
さ

れ
て
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
み
な
さ
ん

の
お
宅
に
も
残
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

　

今
年
の
文
化
祭
で
は
、『
さ
か
え
む
ら

の
昔
話
』
か
ら
お
話
し
く
だ
さ
る
そ
う
で

す
。
ど
の
集
落
の
お
話
な
の
か
も
気
に
な

り
ま
す
。
こ
ら
っ
せ
に
も
置
い
て
あ
り
ま

す
の
で
ご
興
味
あ
る
方
は
ぜ
ひ
読
み
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　

栄
村
の
昔
話
を
伝
え
て
い
き
た
い
！
方

言
を
残
し
て

い
き
た
い
！

聞
き
手
も
読

み
手
も
楽
し

い
時
を
一
緒

に
過
ご
し
た

い
！
を
大
切

に
活
動
さ
れ

て
い
る
会
の

発
表
が
今
年

も
楽
し
み
で

す
!!

　

去
る
7
月
15
日
、
長
瀬
の
斉
藤
ユ
ウ
子

さ
ん
を
講
師
に
、
栄
村
公
民
館
で
ざ
っ
こ

く
び
ら
作
り
講
座
を
行
い
ま
し
た
。
他
に

栄
村
の
料
理
本
で
あ
る
『
ば
あ
の
ご
っ
つ

お
』
に
掲
載
の
山
菜
お
こ
わ
、
ズ
ッ
キ
ー

ニ
の
え
ご
ま
和
え
も
加
え
た
三
品
を
作
り

ま
し
た
。

　

今
回
は
地
域
史
料
保
全
有
志
の
会
民
具

班
の
活
動
と
重
な
り
、
代
表
の
石
野
律
子

さ
ん
か
ら
漆
器
や
民
具
の
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
村
民
12
名
と

民
具
班
4
名
で
、
庭
に
ミ
ニ
プ
ー
ル
を
設

置
し
子
ど
も
連
れ
の
方
も
集
中
で
き
る
よ

う
に
整
え
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
た

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

村
の
お
か
あ
さ
ん
方
は
、
民
具
班
の
若

い
男
性
を
助
け
つ
つ
手
際
よ
く
調
理
さ
れ

て
、
予
定
時
間
よ
り
も
早
く
進
ん
だ
の
で

石
野
さ
ん
に
は
2
階
展
示
品
の
説
明
も
し

て
い
た
だ
け
る
幸
運
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

さ
て
、
料
理
の
出
来
栄
え
は
！
と
い
う

と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま

し
た
が
、と
て
も
美
味
し
く
で
き
ま
し
た
。

加
え
て
栄
村
公
民
館
に
保
管
中
の
朱
塗
り

の
器
に
盛
り
つ
け
れ
ば
、
高
級
料
亭
の
よ

う
な
一
膳
に
早
変
わ
り
。
漆
器
の
よ
さ
も

知
っ
た
の
で
今
後
も
活
用
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
ユ
ウ
子
さ
ん
の
お
義
母
さ
ん
か

ら
伝
承
さ
れ
今
も
作
り
続
け
て
い
る
や
り

方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
家

そ
の
家
の
味
や
方
法
を
大
切
に
し
な
が
ら

今
回
の
講
座
を
生
か
し
た
我
が
家
の
味
を

作
っ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

栄
村
公
民
館
で
は
食
を
通
じ
て
人
と
の

交
流
を
深
め
る
機
会
も
引
き
続
き
行
っ
て

い
き
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

お
は
な
し
の
会
と

お
は
な
し
の
会
と

さ
か
え
む
ら
の
昔
話

さ
か
え
む
ら
の
昔
話

ざっこくびら作り講座
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中
央
区
立
城
東
小
学
校
の

生
徒
が
き
た
！

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
雪
の
都
Ｇ
Ｏ
雪
共
和
国
」

が
主
催
し
て
い
る
交
流
事
業
に
お
い
て
、

東
京
都
中
央
区
に
あ
る
城
東
小
学
校
の
児

童
21
名
が
栄
村
公
民
館
「
こ
ら
っ
せ
」
を

８
月
４
日
に
見
学
し
ま
し
た
。
栄
村
の
地

形
や
、
ひ
ん
ご
遺
跡
の
出
土
品
を
見
て
、

栄
村
の
自
然
や
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
中
津
川
へ
行
っ
て
川
遊
び

を
し
た
り
、
中
条
温
泉
ト
マ
ト
の
国
で
お

は
な
し
の
会
の
昔
話
を
聞
い
た
り
と
充
実

し
た
日
に
な
り
ま
し
た
。

レンズを
通してみる栄

第４回

市 川 憲 一
（月　岡）

　

あ
っ
と
い
う
間
に
季
節
は
夏
、
そ
し
て

秋
へ
。
気
温
が
上
が
る
春
か
ら
秋
に
か
け

て
は
、
昆
虫
た
ち
の
季
節
で
も
あ
る
。
チ

ョ
ウ
や
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
が
花
を
訪
れ
、
水

辺
の
近
く
で
は
ト
ン
ボ
が
盛
ん
に
行
っ
た

り
来
た
り
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
人
類
は
空
を
飛
ぶ
こ
と
に

憧
れ
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
飛
行
機
を
発

明
し
、
現
在
で
は
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
に
搭
乗

し
て
月
に
行
け
る
時
代
に
な
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
大
が
か
り
で
莫
大

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
。

　

そ
れ
に
比
べ
る
と
、
昆
虫
の
中
で
も
ス

タ
ー
的
な
存
在
の
ト
ン
ボ
は
、
約
３
億
年

も
前
か
ら
空
を
飛
ん
で
い
た
と
い
う
。
必

要
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ほ
ん
の
わ
ず
か

だ
。

　

そ
の
仕
組
み
は
薄
い
透
明
な
翅
と
胸
部

背
面
の
飛
翔
筋
で
あ
る
ら
し
い
。
上
昇
、

滑
空
、
急
旋
回
、
ホ
バ
リ
ン
グ
と
自
由
自

在
に
飛
び
回
る
、
ま
る
で
サ
ー
カ
ス
だ
。

進
化
の
力
は
ど
ん
な
ふ
う
に
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
発
展
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
と
て
も
興

味
深
い
。

　

８
月
に
な
る
と
、
栄
村
の
あ
ち
こ
ち
の

た
め
池
に
オ
オ
ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ
と
い
う

大
型
で
美
し
い
ト
ン
ボ
が
現
れ
る
。
オ
ス

は
縄
張
り
巡
り
が
忙
し
い
が
、
メ
ス
は
水

中
の
植
物
の
茎
に
産
卵
す
る
た
め
、
比
較

的
写
真
が
撮
り
や
す
い
。
フ
ォ
ー
サ
ー
ズ

の
カ
メ
ラ
に
、超
望
遠
レ
ン
ズ
を
装
着
し
、

ぐ
っ
と
近
寄
っ
て
見
る
と
こ
ん
な
風
に
な

っ
て
い
た
の
か
と
感
心
し
た
。
肉
眼
で
の

観
察
で
は
良
く
分
ら
な
い
が
、
写
真
に
撮

る
と
細
部
ま
で
よ
く
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

栄
村
で
み
ら
れ
る
ト
ン
ボ
は
、
最
も
小

さ
い
ハ
ッ
チ
ョ

ウ
ト
ン
ボ
か
ら

大
型
の
オ
ニ
ヤ

ン
マ
ま
で
、
そ

の
種
類
は
七
十

を
超
え
る
。

　

こ
の
秋
、
子

供
の
頃
に
帰
っ

て
、
あ
な
た
も

ト
ン
ボ
を
追
い

か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

東
京
の
子
ど
も
た
ち
が
村
の
魅
力
を
発
見
！

渋
谷
区
の

中
学
生
・
高
校
生
が
き
た
！

　

8
月
26
日

～
28
日
の
２

泊
３
日
で
、

東
京
都
渋
谷

区
に
あ
る
渋

谷
教
育
学
園

渋
谷
中
学
高

等
学
校
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
17
名
が
栄
村
に
て
体
験
交

流
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
2
0
1
2
年
か

ら
毎
年
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
今
年
は
5
年
ぶ
り
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。
小
滝
で
地
震
や
そ
の
後
の
復

興
へ
の
歩
み
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
り
、

天
地
で
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
収
穫
、
森
で
の
さ

る
ぼ
ぼ
作
り
、あ
ん
ぼ
作
り
な
ど
の
体
験
、

移
住
者
と
の
座
談
会
、
こ
ら
っ
せ
・
猫
つ

ぐ
ら
作
り
の
見
学
を
通
し
て
多
く
の
村
の

方
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
３
日
間
と
な

り
ま
し
た
。

　

普
段
大
都
会 

渋
谷
に
い
る
生
徒
た
ち
。

初
め
て
栄
村
を
訪
れ
て
「
豊
か
な
自
然
の

な
か
で
、
栄
村
の
食
文
化
に
ふ
れ
た
り
人

と
の
つ
な
が
り
の
強
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
も
こ
の
よ
う
な
都
市
と
の
交
流
も
大
事

に
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

�
（
集
落
支
援
員　

長
田
）
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地域史料保全有志の会
鈴木 努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

　

猛
暑
の
続
い
た
夏
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
た
か
。
最
高
気
温
が
二
五
度
を
超
え

る
と
夏
日
、
三
〇
度
超
で
真
夏
日
、
三
五

度
以
上
で
猛
暑
日
と
な
る
そ
う
で
す
。
昨

年
は
欧
州
の
渇
水
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
セ
ー
ヌ
川
が
雨
で
汚
濁

が
強
ま
っ
た
と
か
。
新
潟
で
は
コ
シ
ヒ
カ

リ
が
暑
さ
の
影
響
で
や
や
不
作
が
ち
と
の

こ
と
。
猛
暑
は
台
風
を
呼
び
込
み
が
ち
で

す
し
、
月
が
改
ま
っ
て
も
一
段
落
と
は
い

か
な
い
よ
う
で
す
。

　

前
回
は
「
村
定
法
」
と
「
五
人
組
帳
前

書
（
以
下
、
前
書
と
し
ま
す
）」
の
関
係

を
簡
単
に
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
村

定
法
」
の
「
前
書
」
と
の
共
通
点
と
違
い

を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。「
前
書
」

と
見
比
べ
る
の
が
よ
い
の
で
す
が
紙
幅
の

都
合
が
あ
り
、「
村
定
法
」
の
箇
条
に
即

し
て
異
同
を
お
示
し
し
ま
す
。

　

今
回
の
古
文
書
は
島
田
家
文
書
の
明
和

九
年
（
一
七
七
二
）
辰
二
月
日
付
け
「
村

定
メ
証
文
之
事
」
で
す
。
箕
作
村
の
彦
左

衛
門
、
仙
助
を
筆
頭
に
、
一
九
八
名
が
連

署
押
印
し
（
う
ち
一
一
名
は
無
印
）、
庄

屋
・
茂
右
衛
門
に
宛
て
た
証
文
の
形
式
で

仕
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
筆
頭
の
彦
左
衛

門
ら
三
名
は
村
の
主
立
ち
の
者
ら
し
く
、

彦
左
衛
門
と
仙
助
は
、
茂
右
衛
門
と
と
も

に
同
年
一
〇
月
の
検
地
で
案
内
者
を
務
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
村
定
メ
証
文
」
は
十
一
箇
条
あ

り
ま
す
。
①
公
儀
法
度
の
遵
守
、
②
火
の

用
心
と
消
火
の
義
務
、
③
御
林
を
大
切
に

す
る
、
④
作
物
・
薪
を
大
切
に
扱
う
、
⑤

割
山
・
用
水
堰
縁
の
竹
木
を
大
切
に
す

る
、
⑥
他
料
へ
の
出
稼
ぎ
の
届
出
、
⑦
行

衛
不
知
の
者
へ
宿
を
貸
さ
な
い
、
⑧
新
た

な
神
事
の
禁
止
、
⑨
隠
田
畑
・
林
の
禁
止
、

⑩
旅
行
者
の
保
護
、
⑪
博
奕
の
禁
止
、
の

十
一
箇
条
を
守
り
、
違
背
し
た
ら
御
役
所

へ
注
進
さ
れ
て
も
構
わ
な
い
、
と
し
て
証

文
を
立
て
て
あ
り
ま
す
。「
前
書
」
は
全

体
に
年
貢
収
納
の
こ
と
や
村
治
の
こ
と
、

服
装
規
定
、
領
主
や
支
配
所
へ
の
対
処
な

ど
領
主
か
ら
下
さ
れ
る
心
得
の
性
格
が
色

濃
い
で
す
が
、「
村
定
メ
証
文
」
は
決
め

事
を
「
自
主
的
に
守
る
」
と
い
う
形
式
を

持
ち
、
そ
れ
が
「
前
書
」
と
の
大
き
な
違

い
で
し
ょ
う
。

　
「
村
定
メ
証
文
」
の
①
・
②
・
③
・
⑦
・

⑧
・
⑩
・
⑪
は
「
前
書
」
に
も
同
様
な
箇

条
が
あ
り
ま
す
。
村
治
上
重
要
な
も
の
、

あ
る
い
は
破
ら
れ
が
ち
な
も
の
を
改
め
て

強
調
し
た
の
で
し
ょ
う
。
い
っ
ぽ
う
で
時

代
に
応
じ
た
規
定
と
し
て
、
た
と
え
ば
⑤

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
前
書
」
に
は
な

い
規
定
で
す
。
内
容
は
「
割
山
や
用
水
堰

の
縁
に
立
て
置
い
た
竹
木
は
大
切
に
し
、

少
し
で
も
伐
り
取
っ
た
ら
定
法
通
り
に
お

計
ら
い
な
さ
る
こ
と
」と
い
う
も
の
で
す
。

割
山
は
入
会
山
を
一
定
期
間
各
戸
に
分
有

さ
せ
る
こ
と
で
す
。
人
口
増
や
開
発
の
進

展
で
入
会
山
が
縮
小
す
る
い
っ
ぽ
う
で
需

要
が
増
大
し
、
利
用
者
同
士
の
競
争
や
争

論
が
増
え
た
た
め
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら

広
ま
っ
た
新
し
い
利
用
法
な
の
で
、
新
た

に
規
定
を
作
る
必
要
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
「
縁
に
立
て
置
く
竹
木
」

が
割
山
に
も
懸
か
る
と
す
れ
ば
、
持
ち
分

の
境
界
を
示
す
竹
木
を
伐
っ
て
は
な
ら
な

い
、
と
読
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
新
方
式

に
な
じ
め
な
い
人
が
出
て
い
た
こ
と
が
窺

え
ま
す
。

　

ま
た
『
村
史
』
の
年
表
に
よ
れ
ば
明
和

五
年
（
一
七
六
八
）
に
箕
作
村
で
長
瀬
横

渡
堰
の
開
削
、
同
七
年
に
当
部
・
笹
原
で

用
水
堰
付
替
え
が
あ
り
ま
し
た
。
新
し
く

出
来
た
堰
に
つ
い
て
、
縁
に
あ
る
竹
木
は

土
留
め
、
あ
る
い
は
修
繕
の
用
材
と
し
て

伐
ら
ず
に
お
く
よ
う
に
、
と
の
指
示
と
思

わ
れ
ま
す
。
他
に
も
、
⑥
は
連
載
の
一
五

回
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
江
戸
奉
公
な
ど

が
増
え
た
事
態
を
反
映
し
て
の
も
の
で
し

ょ
う
。

　

な
お
、
も
し
違
反
が
起
き
た
時
は
御
役

所
の
吟
味
を
受
け
る
か
「
定
法
通
り
」
に

処
理
す
る
、
あ
る
い
は
「
村
定
メ
」
の
通

り
に
取
計
う
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
③
の
御
林
の
下
草
な
ど
を
盗
み
取
っ
た

ら
（
御
役
所
に
）
訴
え
る
も
の
と
し
、
④

の
作
物
の
盗
み
取
り
が
起
き
た
ら
（
村
役

人
に
よ
っ
て
）「
村
定
メ
」
の
通
り
に
取

計
わ
れ
る
と
い
い
ま
す
。罰
則
を
含
む「
村

定
メ
」
の
存
在
を
窺
わ
せ
、
領
主
が
絡
ま

な
い
こ
と
を
村
内
で
処
理
す
る
た
め
の
規

定
が
出
来
て
い
た
よ
う
で
す
。

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
六
十
四

村
定
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）

明和九年の「村定メ証文之事」
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新着図書の紹介
成瀬は天下を取りにいく（宮島未奈）／ 水車小屋のネネ（津村記久子）
スピノザの診察室（夏川草介） ／ 夏の庭（湯本香樹実）
医者のぼくが認知症の母と過ごす２３年間のこと（森田 豊）／ 首都防衛（宮地美陽子）
きみのお金は誰のため : ボスが教えてくれた「お金の謎」と「社会のしくみ」（田内 学）
ライチョウ、翔んだ。（近藤幸夫）

★栄村図書室開放時間★
平　日　午前８時半～午後５時
土・日　午前９時～正午　　　
※祝日は休館します

★休館日のお知らせ★
９月14日㈯～16日㈪
９月21日㈯～23日㈪
10月12日㈯～14日㈪
11月２日㈯～４日㈪

★ブックリサイクル実施中★
　図書室での役割を終えた本を図
書室前にあるブックリサイクルコ
ーナーに置いています。ご自由に
お持ちいただけますので来室の際
はお立ち寄りください。

　今年の秋分の日は９月２２日。この日は『祖先をうやまい、なくなった人々をしのぶ日』とされていま
す。なんとなく２３日が多い印象ですよね。前回２２日だったのは２０２０年でした。太陽の位置で毎年計算さ
れて前年の２月１日に決まります。また中秋の名月は９月１７日㈫です。天気に恵まれるといいですね。

　令和３年度に発刊した栄村誌のリレー講座
を令和４年度から開催しています。
　今回は７月２７日㈯に横倉公民館において、
公民館講座「村誌を読み解く～横倉原遺跡編
～」を開催しました。横倉で出土した石器に
ついて講師の望月静雄氏（現飯山市ふるさと
館館長）にご講演いただき、30名の参加があ
りました。
　また、後半には実際に出土した横倉遺跡へ
行き、散策しました。
　この地で「横倉型尖頭器」と呼ばれる、日
本の考古学上重要な発見があったことや、こ
こに私たちの先祖が暮らしていたことに想い
を馳せながら現地を歩きました。
　これからも、村誌を読み解く講座を開催した
いと思いますので、ぜひ足をお運びください。

村誌を読み解く～横倉原遺跡～
開催しました！
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葊瀬野乃美さん（青倉）
　飯山高校３年生になりました。
　高校では、百人一首部に所属していて、つい最近は
諏訪まで行って県大会に出場してきました。どの高校
もレベルが高く、すごく強くていい刺激になりました
し、日々の練習の成果を精一杯発揮することができま
した。また、高校生活もあとわずかとなってしまいま
した。寂しい気持ちに少しずつなってきましたが、残
りの高校生活に悔いのないようにこれからもっと友達
と遊びたいと思います。
　将来は作業療法士になりたいので、高
校卒業後は作業療法士の勉強ができる学
校へ進学したいと思っています。そのた
めにも、たくさん勉強を頑張ります！

大きくなったら、
電車の運転手になりたい！

健志郎さん（５歳）

　電車や新幹線が大好きで、毎日路線図
を眺めています。近所の皆さんともよく
おしゃべりしながら遊んでもらっていま
す。 栄村の自然やいろいろな人と接し
ながら、村ならではの体験を通して健や
かに育ってほしいです。

長田雄一郎・ちなみさん宅（志久見）

おおきく
な〜れ

　４月まで中国に在住していた、阿部一之さん一家が、
実家の阿部アイ子さんのお家へお引越ししました。

Ｑ．栄村に住んでみてどうですか？
Ａ．中国と違って空気が良く、水も良く、とても静か

でとても居心地が良くて、大久保集落が好きにな
りました。また、息子が栄小学校に行って、言葉
が通じなかったらどうしようかと不安ではありま
したが、休むことなく毎日楽しく学校生活を送っ
ていて、とても安心しました。感謝しかないです。

Ｑ．これから栄村でやってみたいことはありますか？
Ａ．中国から栄村に帰って来て、こんなに人口が少な

くなったことにびっくりしました。
　　できるかわからないけど、栄村の魅力をいろんな

方に知っていただけるようなことをして、仲間を
増やしていきたいなと思っています。

阿部 一之（カズユキ）さん

楊敏（イャンミン）さん

辰春（タツハル）さん

アイ子（アイコ）さん

ようこそ！栄村へ!!
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昨
年
は
雨
が
降
ら
ず
、
農
作
物
の
収

穫
が
非
常
に
悪
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

年
は
比
較
的
雨
も
多
く
稲
や
野
菜
が
良

く
育
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
年
と
変
わ
ら
ず
晴
れ
る

と
暑
く
非
常
に
日
差
し
が
強
い
で
す

ね
。
先
日
、
地
元
の
群
馬
県
に
行
き
ま

し
た
が
、
外
に
い
る
と
サ
ウ
ナ
か
と
思

う
ぐ
ら
い
異
常
な
暑
さ
で
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
く
と
思
い
ま

す
が
、
体
調
に
は
気
を
つ
け
て
い
た
だ

き
、
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 編

集
後
記

暑
い
午
後
　
亡
夫
名
の
入
る
　
夏
ぼ
う
し

終
戦
日
　
今
朝
ふ
と
思
う
　
盆
が
く
る
　�

山
田
せ
き

歌
声
の
　
空
に
の
び
ゆ
く
　
長
崎
忌

秋
風
に
　
尻
尾
を
振
り
ぬ
　
馬
の
群
　�

関
谷
貞
子

戸
隠
の
　
雲
上
が
り
ゆ
き
　
峰
険
し

夏
蝶
の
　
い
ず
こ
に
い
た
か
　
雨
上
が
り�

柳
　
静
江

森
深
く
　
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
　
鳴
き
始
め

夏
夜
空
　
関
東
平
野
に
　
火
事
一
つ
　�

杉
浦
　
仁

良
く
来
た
の
し
　
入
れ
や
入
れ
　
黒
揚
羽

戸
隠
の
　
緑
陰
深
し
　
馬
休
む
　�

杉
浦
恵
子

今月の一句 〜栄村俳句会〜

俳句の会への参加や俳句の投稿募集しています！
ご興味がある方は栄村公民館（☎︎87-3118）までお
電話ください。

こ
ら
っ
せ
通
信

相

●
集
落
支
援
員
の
紹
介

　

令
和
6
年
7
月
か
ら
、
栄
村
公
民
館

こ
ら
っ
せ
に
栄
村
の
わ
ら
細
工
文
化
の

継
承
を
目
的
と
し
た
集
落
支
援
員
の
安

田
深
雪
さ
ん
（
青
倉
）
が
務
め
て
い
ま

す
。

　

週
に
3
～
4
日
、
ね
こ
つ
ぐ
ら
の
実

演
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

安田深雪さん（青倉）

わら細工に

親しみを持って

いただけるように

頑張ります！

10月14日（月・祝）は10月14日（月・祝）は
ライトプレーンを飛ばそう！ライトプレーンを飛ばそう！

場　所：栄村公民館こらっせ
時　間：９時～１２時（予定）
参加費：５００円程度
講　師：公民館長　上 倉 久 佳

作って飛ばして楽しもう！
親子でご参加ください。

４月から７月までのこらっせ来館者数

　こらっせでは ＶＨ Ｓビデオテープやカセットテー
プ、レコードなどを観たり聴いたりする事ができます。
家に眠っているテープやレコードがあったらお持ちく
ださい。（月曜日定休です。）

延べ６７５名 開館以来の来館者数は
14,362名です。
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７月火災・救助・救急出動件数

最高気温 34.8℃ ７月23日㈫

最低気温 18.3℃ ７月２日㈫

平均気温 24.9℃ 総 雨 量 286㎜

栄村の気象（７月）

世帯数 782世帯 −3
人　口 1,584人 −5
男 754人 −4
女 830人 −1

出生 1
死亡 4
転入 1
転出 3

世帯と人口（８月１日現在） ７月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 1 126 飯山日赤� 12

津南病院� 1
そ の 他� 1
不 搬 送� 0
合　　計� 14
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 24

野沢温泉村 1 0 19

栄 村 0 0 14

管 轄 外 等 0 0 0

つけた火は　責任持ちます　わたしの火

９月の納税等
◯国民健康保険税　　　　◯介護保険料
◯後期高齢医療保険料　　◯村営住宅料　
◯ケーブルテレビ使用料　◯教員住宅使用料
◯合併浄化槽使用料　　　◯保育料
◯農業集落排水処理使用料　◯温泉使用料
◯温泉休憩所使用料　　　◯学童保育料

生活カレンダー

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　9月30日㈪　です
口座振替日
　農協・郵便局　　　９月24日㈫
　八十二銀行・県信　９月25日㈬

〈登録方法〉
　右の二次元コードを読み取り、追加又は以下の
方法で登録してください。
①LINEアプリを開き、検索で「栄村」
　と入力
②LINEアプリを開き、「友だち追加」
　のID検索で＠sakaevillと入力

村の情報はLINEでも配信しています。
ぜひお友達登録をお願いします。

月９
【
保
育
園
開
放
日
】

日
時
：
10
日
㈫
、24
日
㈫　

午
前
9
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

【
あ
そ
び
の
教
室
】

日
時
：
18
日
㈬　

午
前
９
時
30
分
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

【
子
育
て
相
談
日
】

日
時
：
19
日
㈭　

午
前
９
時
30
分
か
ら
12
時

場
所
：
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

【
祖
父
母
参
観
日
】

日
時
：
19
日
㈭　

午
前
10
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

【
心
理
相
談
】

日
時
：
25
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
役
場
２
階　

第
２
会
議
室

子
ど
も
・
子
育
て

【
北
信
圏
域
な
ん
で
も
総
合
相
談
会
】

日
時
：
20
日
㈮　

午
後
３
時
か
ら
７
時

場
所
：
中
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー

健
　
康

行
事
・
そ
の
他

【
集
い
の
場 

に
じ
い
ろ
】

日
時
：
11
日
㈬
、
18
日
㈬
、
25
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

場
所
：
診
療
所
２
階


